Louzeyuan Cemetery（漏沢園） for Soldiers of the Northern Song Dynasty by 與座,  良一
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
與
座
良
一
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、
中
国
宋
代
（
北
宋
九
六
〇
一
一
二
七
年
・
南
宋
一
一
二
七
一
二
七
九
年
）
の
兵
士
に
つ
い
て
、
当
時
普
及
し
た
公
共
墓
地
〞
漏
沢
園
〝
を
通
し
て
見
て
い
き
た
い
。
漏
沢
園
は
北
宋
の
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、
時
の
皇
帝
第
六
代
神
宗
が
畿
内
に
設
置
さ
せ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る１
）
。
そ
の
後
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）、
第
八
代
皇
帝
徽
宗
は
全
国
の
州
県
に
対
し
て
高
台
不
毛
の
地
を
選
ん
で
漏
沢
園
を
開
設
し
、
遺
族
が
貧
困
の
た
め
に
埋
葬
で
き
な
い
死
者
や
長
年
暴
露
し
た
ま
ま
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る
よ
う
に
と
の
詔
勅
を
下
す２
）
。
し
た
が
っ
て
漏
沢
園
は
王
朝
国
家
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
公
共
墓
地
で
あ
り
、
死
者
を
埋
葬
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
貧
し
い
兵
士
や
人
民
の
た
め
、
或
い
は
無
縁
仏
を
葬
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
っ
た３
）
。
そ
し
て
近
代
中
国
に
な
る
と
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
漏
沢
園
の
実
態
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
副
葬
さ
れ
た
墓
誌
よ
っ
て
被
葬
者
の
身
分
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
漏
沢
園
に
は
多
く
の
兵
士
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
遺
骨
と
と
も
に
出
土
し
た
墓
誌
の
記
載
内
容
を
基
に
、
埋
葬
さ
れ
た
宋
代
兵
士
の
実
像
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。宋
代
兵
士
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
一
般
人
民
と
と
も
に
漏
沢
園
に
埋
葬
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
考
察
す
る
こ
と
は
、
兵
士
が
中
国
二
五
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
社
会
の
一
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
確
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
中
国
社
会
で
は
兵
士
の
死
を
ど
の
よ
う
に
悼
ん
で
い
た
の
か
考
え
る
試
み
と
な
る
。
中
国
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
各
地
で
宋
代
の
漏
沢
園
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
始
め
た４
）
。
と
く
に
一
九
八
五
年
以
降
、
河
南
省
三
門
峡
市
（
宋
代
の
陝
州
）
で
発
掘
が
進
め
ら
れ
た
陝
州
漏
沢
園
か
ら
は
多
量
の
墓
誌
が
出
土
す
る
。
陝
州
の
漏
沢
園
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
漏
沢
園
は
文
献
史
料
の
記
載
か
ら
宋
代
の
救
済
制
度
の
一
つ
と
し
て
考
察
が
加
え
ら
れ
て
き
た５
）
。
そ
こ
で
は
史
料
の
制
約
上
、
制
度
の
沿
革
の
考
察
と
制
度
施
行
の
背
景
と
な
る
社
会
状
況
の
推
察
を
行
う
に
止
ま
り
、
漏
沢
園
に
葬
ら
れ
る
被
葬
者
に
ま
で
論
が
及
ぶ
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
各
地
の
漏
沢
園
の
発
掘
が
少
し
ず
つ
始
ま
り
、
そ
う
し
て
陝
州
漏
沢
園
で
多
く
の
被
葬
者
の
職
業
身
分
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
最
も
多
数
を
占
め
る
兵
士
に
注
目
が
集
ま
っ
た６
）
。
こ
こ
で
発
掘
報
告
書
か
ら
、
陝
州
漏
沢
園
の
概
況
を
紹
介
し
て
お
こ
う７
）
。
一
九
八
五
年
、
九
三
年
、
そ
し
て
九
五
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
陝
州
漏
沢
園
は
、
三
門
峡
市
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
の
上
に
あ
り
墓
地
の
総
面
積
が
一
万
二
千
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
、
う
ち
三
千
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
が
発
掘
さ
れ
た
。
調
査
さ
れ
た
八
四
九
座
の
墓
の
う
ち
二
三
八
座
か
ら
三
七
二
点
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
に
は
千
字
文
や
干
支
に
よ
っ
て
番
号
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
各
墓
誌
に
は
墓
の
番
号
を
は
じ
め
死
者
の
姓
名
・
年
齢
・
身
分
・
死
亡
場
所
・
埋
葬
の
年
月
日
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
漏
沢
園
の
設
置
規
定
に
沿
う
も
の
で
あ
る８
）
。
そ
し
て
墓
誌
の
記
載
内
容
か
ら
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
陝
州
漏
沢
園
の
使
用
期
間
は
、
少
な
く
と
も
徽
宗
の
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
か
ら
政
和
六
年
（
一
一
一
六
）
ま
で
の
一
二
年
間
。
被
葬
者
の
年
齢
は
九
歳
か
ら
八
二
歳
。
そ
し
て
被
葬
者
の
職
業
身
分
が
明
記
さ
れ
た
墓
誌
は
一
五
八
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
兵
士
の
墓
誌
が
一
〇
七
点
を
占
め
る
。
宋
代
の
兵
士
は
戦
闘
に
従
事
す
る
禁
軍
、
主
に
雑
役
に
従
事
す
る
廂
軍
が
主
体
で
あ
っ
た
。
彼
ら
禁
軍
と
廂
軍
は
、
家
属
と
も
ど
も
国
家
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
兵
士
で
あ
る
。
陝
州
漏
沢
園
で
兵
種
が
明
ら
か
な
者
は
禁
軍
が
三
二
人
、
廂
軍
が
四
五
人
で
あ
り
、
平
均
年
齢
は
禁
軍
兵
士
三
五
・
八
歳
、
廂
軍
兵
士
三
六
・
七
歳
で
あ
っ
た９
）
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
考
察
二
六
の
対
象
と
す
る
宋
代
兵
士
は
、
禁
軍
或
い
は
廂
軍
兵
士
が
中
心
と
な
る
。
一
兵
士
の
墓
誌
の
特
徴
次
に
本
稿
の
視
点
か
ら
、
兵
士
の
墓
誌
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
点
を
二
つ
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
一
つ
が
「
不
知
姓
名
軍
人
」
と
記
載
さ
れ
た
姓
名
不
詳
の
兵
士
の
墓
誌
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
発
掘
報
告
書
に
M
0271
と
い
う
整
理
番
号
の
付
さ
れ
た
墓
誌
に
は
、「
空
字
号
。
陝
州
城
の
東
部
地
区
で
死
亡
し
た
姓
名
不
詳
の
兵
士
。
年
約
四
十
六
七
歳
。
崇
寧
五
年
（
一
一
〇
六
）
十
二
月
二
十
七
日
、
埋
葬
し
た
（（M
0271
）
空
字
号
。
城
東
廂
身
死
、
不
知
姓
名
軍
人
。
年
約
四
十
六
七
歳
。
崇
寧
五
年
十
二
月
二
十
七
日
、
葬
埋
訖
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
姓
名
不
詳
の
一
般
民
の
場
合
、「
不
知
姓
名
百
姓10
）
」、「
不
知
姓
名
貧
子
婦
人11
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
外
見
か
ら
職
業
身
分
の
判
断
で
き
な
い
一
般
人
民
は
「
百
姓
」・「
婦
人
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
名
も
知
れ
な
い
遺
体
で
あ
っ
て
も
、
兵
士
で
あ
る
こ
と
は
判
別
で
き
た
。
こ
れ
は
今
泉
牧
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宋
代
兵
士
の
顔
面
な
ど
に
は
入
れ
墨
が
施
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
の
法
医
学
書
と
言
わ
れ
る
『
洗
冤
集
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
先
ず
遺
体
に
軍
号
が
有
る
か
無
い
か
、
こ
め
か
み
や
顔
面
に
入
れ
墨
し
た
文
字
の
大
小
、
何
行
・
何
字
で
あ
る
か
を
数
え
、
い
ず
れ
の
軍
人
か
を
確
認
す
る12
）
。
顔
面
の
入
れ
墨
に
は
、
軍
号
す
な
わ
ち
所
属
す
る
指
揮
の
名
称
が
施
さ
れ
て
い
た
。
指
揮
と
は
宋
軍
の
編
成
の
基
本
単
位
で
あ
り
、
一
指
揮
の
兵
員
は
二
五
〇
人
か
ら
五
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た13
）
。
し
か
し
発
掘
さ
れ
た
墓
誌
に
は
「
不
知
姓
名
軍
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
所
属
す
る
指
揮
名
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
は
入
れ
墨
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
今
泉
氏
の
言
う
よ
う
に
逃
亡
し
た
兵
士
が
自
ら
入
れ
墨
を
消
し
た
た
め
、
そ
の
痕
跡
に
よ
っ
て
兵
士
と
判
別
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る14
）
。M
0161
の
墓
誌
は
「
不
知
軍
分
兵
士15
）
」
と
兵
士
の
所
属
が
不
明
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
二
七
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
逆
に
姓
名
の
明
ら
か
な
兵
士
の
墓
誌
に
は
、
所
属
は
も
ち
ろ
ん
入
れ
墨
か
ら
は
知
り
得
な
い
兵
士
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
所
属
指
揮
、
②
身
分
、
③
姓
名
、
④
年
齢16
）
、
⑤
出
身
地
、
⑥
配
置
転
換
前
の
所
属
な
ど
で
あ
る
。
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
M
0110
露
字
号
。
雍
丘
県
雄
武
第
十
六
指
揮①
兵
士②
丁
徳③
。
年
二
十
八
歳④
、
於
城
東
廂
身
死
。
十
一
月
十
二
日
、
検
験
了
当
。
十
三
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
M
0144
潜
字
号
。
磁
鍾
逓
鋪①
兵
士②
李
菜③
。
年
約
三
十
七
八④
、
係
青
州⑤
人
事17
）
、
改
刺
到
鋪
。
十
二
月
十
□
、
検
験
了
当
。
十
二
月
十
六
□
、
以
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
M
0133
李
字
号
。
保
捷
第
十
五
指
揮①
人
孫
貴③
。
年
約
四
十
五
六④
、
係
府
界
陳
留
県
広
勇
第
七
指
揮⑥
改
刺
営
。
十
二
月
初
三
日
、
検
験
了
当
。
十
二
月
初
四
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
上
記
の
情
報
の
う
ち
、
指
揮
名
以
外
は
入
れ
墨
に
記
さ
れ
な
い18
）
。
指
揮
名
以
外
の
情
報
は
、
別
の
情
報
源
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宋
代
兵
士
の
姓
名
や
出
身
地
等
の
事
項
が
記
載
さ
れ
る
も
の
と
言
え
ば
、
一
般
人
民
の
戸
籍
と
は
別
に
作
成
さ
れ
た
宋
代
兵
士
の
兵
籍
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
代
の
兵
士
は
顔
面
の
入
れ
墨
と
兵
籍
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
一
般
人
民
と
は
区
別
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
区
別
が
漏
沢
園
の
墓
誌
に
も
反
映
さ
れ
、
編
戸
「
百
姓
」
と
は
別
個
の
「
兵
士
」・「
軍
人
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
名
も
知
れ
な
い
遺
体
で
あ
っ
て
も
、
入
れ
墨
の
痕
跡
か
ら
兵
士
と
判
別
で
き
れ
ば
「
不
知
姓
名
軍
人
」
と
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
蘇
は
言
う
。
兵
と
民
は
分
か
れ
て
、
兵
は
二
度
と
民
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
こ
に
老
弱
の
兵
卒
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
子
と
家
屋
は
軍
営
の
中
に
あ
り
、
姓
名
は
官
府
の
籍
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
商
人
や
農
民
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い19
）
。
二
八
二
兵
士
と
社
会
の
関
わ
り
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
宋
代
の
兵
士
は
一
般
の
民
と
区
別
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
が
直
ち
に
宋
代
兵
士
の
社
会
か
ら
の
孤
立
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
兵
士
と
社
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
蘇
の
言
に
は
「
兵
は
二
度
と
民
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
こ
に
老
弱
の
兵
卒
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
っ
た
。
漏
沢
園
のM
0102
墓
誌
に
は
廂
軍
兵
士
の
年
齢
が
七
二
歳
、M
0232
の
兵
士
は
約
八
二
歳
と
記
載
さ
れ
て
い
る20
）
。
宋
代
の
規
定
で
は
、
禁
軍
は
七
〇
歳
、
廂
軍
は
六
五
歳
で
除
籍
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た21
）
。M
0232
の
兵
士
は
恐
ら
く
廂
軍
兵
士
と
思
わ
れ
る
が
断
定
で
き
な
い
。
仮
に
禁
軍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
す
で
に
除
籍
の
年
齢
は
越
え
て
い
る
。
除
籍
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
高
齢
に
な
っ
て
も
兵
籍
に
付
け
ら
れ
兵
役
に
縛
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
見
方
を
か
え
る
と
、
宋
朝
国
家
は
年
老
い
た
兵
士
の
生
活
も
み
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
夷
堅
志
』
は
除
籍
さ
れ
た
老
兵
の
境
遇
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
興
国
軍
の
民
、
熊
二
は
生
ま
れ
つ
き
道
理
に
悖
る
人
物
で
あ
っ
た
。
熊
二
の
父
、
熊
明
は
軍
卒
で
あ
り
、
年
老
い
て
除
籍
さ
れ
、
自
ら
で
は
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
ず
、
妻
も
早
く
に
な
く
な
り
、
た
だ
子
を
頼
み
と
し
て
い
た
。
し
か
し
熊
二
は
父
を
他
人
の
よ
う
に
扱
い
、
熊
明
は
乞
食
を
す
る
よ
う
な
っ
た22
）
。
つ
ま
り
兵
籍
に
付
け
ら
れ
て
兵
士
と
な
る
こ
と
は
、
国
家
か
ら
生
活
の
保
障
を
得
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
災
害
に
よ
っ
て
流
民
が
発
生
す
る
と
、
政
府
は
彼
等
の
中
か
ら
成
年
男
子
を
選
ん
で
兵
士
に
す
る
こ
と
で
社
会
不
安
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
。
京
東
路
安
撫
使
を
務
め
て
い
た
富
弼
は
次
の
よ
う
に
上
言
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
、
近
ご
ろ
河
北
の
水
害
に
よ
っ
て
京
東
路
に
流
入
し
て
き
た
農
民
三
十
餘
万
人
が
死
に
瀕
し
て
い
る
の
を
憐
れ
み
、
ま
た
彼
等
が
盗
人
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
強
壮
な
者
を
募
っ
て
廂
軍
兵
士
と
し
ま
し
た
…23
）
。
当
時
の
為
政
者
に
は
民
を
兵
士
と
す
る
こ
と
で
失
業
か
ら
救
う
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た24
）
。
一
方
、
民
の
側
で
も
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
二
九
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
兵
士
と
な
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
っ
た
。『
夷
堅
志
』
に
は
兵
士
で
あ
っ
た
亡
き
夫
に
代
わ
っ
て
息
子
を
兵
士
と
す
る
よ
う
懇
願
す
る
妻
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
官
船
の
船
頭
だ
っ
た
）
夫
が
死
ん
だ
た
め
舟
を
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
家
は
物
乞
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
長
男
が
兵
役
を
継
ぐ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
食
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す25
）
。
こ
の
よ
う
に
、
兵
士
と
な
る
こ
と
或
い
は
兵
士
と
な
す
こ
と
は
、
兵
士
と
な
っ
た
者
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
に
繫
が
っ
た
。
そ
し
て
富
弼
が
流
民
を
兵
士
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
「
彼
等
が
盗
人
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
の
治
安
維
持
を
図
る
た
め
に
兵
士
と
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
宋
代
に
は
犯
罪
者
な
ど
不
平
分
子
を
刑
罰
と
し
て
廂
軍
に
編
入
す
る
配
軍
刑
の
制
度
が
あ
る26
）
。
漏
沢
園
で
は
配
軍
に
よ
っ
て
陝
州
の
地
で
命
を
落
と
し
た
兵
士
の
墓
誌
が
確
認
さ
れ
て
い
る27
）
。
特
に
配
軍
刑
に
処
さ
れ
た
罪
人
が
配
属
さ
れ
る
指
揮
を
牢
城
と
い
う
。
漏
沢
園
で
は
牢
城
兵
の
墓
誌
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、M
0550
の
牢
城
兵
士
王
俊
は
、
州
（
現
在
の
安
徽
省
州
市
）
か
ら
陝
州
と
黄
河
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
す
る
解
州
（
黄
河
北
岸
、
現
在
の
山
西
省
運
城
市
）
に
配
軍
さ
れ
、
陝
州
に
あ
る
公
共
の
医
療
施
設
安
済
坊
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
M
0550
甲
子
武
。
使
衙
判
送
下
在
州
安
済
坊
状
、
擡
舁
到
州
断
配
解
州
牢
城
指
揮
王
俊
。
正
月
初
三
日
収
管
、
当
日
葬
埋
訖
。
犯
罪
者
は
罪
の
重
さ
に
従
っ
て
、
判
決
を
受
け
た
州
か
ら
よ
り
遠
く
の
地
に
配
軍
さ
れ
た28
）
。
州
か
ら
陝
州
ま
で
の
距
離
を
宋
人
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
国
都
開
封
と
各
州
と
の
距
離
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
元
豊
九
域
志
』
巻
三
、
解
州
条
、
同
巻
五
、
州
条
に
よ
れ
ば
、
州
か
ら
開
封
ま
で
の
距
離
は
四
〇
五
里
、
解
州
か
ら
開
封
ま
で
の
距
離
は
七
一
五
里
あ
る
。
そ
こ
で
開
封
経
由
で
州
か
ら
解
州
ま
で
の
距
離
は
一
一
二
〇
里
と
な
る
。
漏
沢
園
の
墓
誌
は
、
配
軍
の
制
度
を
考
え
る
上
で
も
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
牢
城
兵
は
雑
役
に
従
事
す
る
廂
軍
の
一
種
で
あ
る
が
、
廂
軍
兵
士
は
雑
役
に
従
事
す
る
た
め
に
大
規
模
な
公
共
事
業
や
公
的
機
関
・
施
設
で
の
任
務
に
際
し
、
民
と
と
も
に
労
働
に
当
た
る
こ
と
も
多
く
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
漏
沢
園
墓
誌
に
は
河
清
軍
兵
三
〇
士
の
も
の
が
あ
る
。
標
本
採03 29
）
甲
子
厳
。
□
頭
子
、
擡
舁
□
軍
河
清
指
揮
□
張
徳
。
二
月
三
□
、
□
験
了
当
、
当
日
葬
埋
訖
。
河
清
軍
は
河
川
管
理
を
専
門
と
す
る
廂
軍
の
一
種
で
あ
る
。
河
清
軍
や
そ
の
他
の
廂
軍
兵
士
は
、
し
ば
し
ば
民
と
と
も
に
治
水
に
当
た
っ
て
い
た30
）
。
ま
た
、
兵
士
は
民
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
公
共
の
医
療
施
設
で
あ
る
安
済
坊
や
養
老
育
児
施
設
の
居
養
院
で
も
使
役
さ
れ
た31
）
。
そ
し
て
、
兵
士
自
ら
もM
0550
の
牢
城
兵
士
王
俊
の
よ
う
に
安
済
坊
に
収
容
さ
れ
、
一
般
の
人
々
と
と
も
に
漏
沢
園
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る32
）
。お
わ
り
に
宋
代
の
兵
士
は
顔
面
の
入
れ
墨
と
兵
籍
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
一
般
人
民
と
は
区
別
さ
れ
る
。
そ
こ
で
兵
士
は
漏
沢
園
に
埋
葬
さ
れ
る
際
も
副
葬
さ
れ
る
墓
誌
に
「
兵
士
」・「
軍
人
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
、
編
戸
「
百
姓
」
と
は
区
別
さ
れ
た
。
ま
た
蘇
が
「
妻
子
と
家
屋
は
軍
営
の
中
に
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
兵
士
は
周
囲
に
障
壁
を
廻
ら
し
た
軍
営
と
よ
ば
れ
る
空
間
の
中
で
生
活
し
て
い
た33
）
。
つ
ま
り
兵
士
は
空
間
的
に
も
人
民
と
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
宋
朝
国
家
は
社
会
の
安
定
を
図
る
た
め
流
民
や
犯
罪
者
を
兵
士
に
し
、
民
の
側
で
も
日
々
の
糧
を
得
る
た
め
兵
士
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
兵
士
と
民
は
と
も
に
雑
役
に
従
事
す
る
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的
に
兵
士
と
人
民
は
と
も
に
漏
沢
園
に
埋
葬
さ
れ
た
。
公
共
墓
地
漏
沢
園
が
無
縁
仏
や
貧
し
い
民
と
も
に
兵
士
を
も
受
け
入
れ
た
事
実
は
、
兵
士
と
一
般
人
民
が
と
も
に
中
国
社
会
を
構
成
す
る
一
員
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
註１
）
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
『
長
編
』
と
略
称
）
巻
二
九
七
、
元
豊
二
年
三
月
辛
未
又
詔
、
開
封
府
界
僧
寺
、
旅
寄
棺
柩
、
貧
不
能
葬
、
歳
久
暴
露
。
三
一
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
其
令
逐
県
、
度
官
不
毛
地
三
五
頃
、
聴
人
安
葬
、
無
主
者
、
官
為
之
。
民
願
得
銭
者
、
官
出
銭
貸
之
、
毎
喪
過
二
千
、
勿
収
息
。
…
至
六
月
、〔
陳
〕
向
又
乞
、
選
募
僧
守
護
、
量
立
恩
例
。
並
従
之
。
葬
及
三
千
人
以
上
、
度
僧
一
人
、
三
年
与
紫
衣
、
有
紫
衣
与
師
号
、
更
令
管
勾
三
年
、
願
再
住
者
此
。
2
）
『
宋
会
要
輯
稿
』（
以
下
『
会
要
』
と
略
称
）
食
貨
六
八
一
三
〇
、
恩
恵
〔
恤
災
〕、
崇
寧
三
年
二
月
三
日
中
書
言
、
州
県
有
貧
無
以
葬
、
或
客
死
暴
露
者
、
甚
可
傷
惻
。
昨
元
豊
中
、
神
宗
皇
帝
、
嘗
詔
府
界
、
以
官
地
収
葬
枯
骨
。
今
欲
、
推
広
先
志
、
択
高
曠
不
毛
之
地
、
置
漏
沢
園
。
凡
寺
観
寄
留
之
無
主
者
、
若
暴
露
遺
骸
、
悉
其
中
、
県
置
籍
、
監
司
巡
歴
検
察
。
従
之
。
3
）
『
会
要
』
食
貨
六
八
一
三
〇
、
恩
恵
〔
恤
災
〕、
崇
寧
三
年
二
月
四
日
中
書
省
言
、
諸
以
漏
沢
園
葬
、
県
及
園
各
置
図
籍
、
令
庁
置
櫃
封
鎖
、
令
佐
替
移
、
以
図
籍
交
授
、
監
司
巡
歴
、
取
図
籍
点
検
。
応
葬
者
、
人
給
地
八
尺
・
方
二
口
、
以
元
寄
所
在
、
及
月
日
・
姓
名
、
若
其
子
孫
・
父
母
・
兄
弟
、
今
葬
字
号
・
年
月
日
、
悉
訖
上
、
立
峯
記
識
、
如
上
法
。
無
棺
枢
者
、
官
給
以
葬
。
而
子
孫
・
親
属
識
認
、
今
乞
改
葬
者
、
官
為
開
葬
験
籍
給
付
。
軍
・
民
貧
乏
親
属
、
願
葬
漏
沢
園
者
、
聴
指
占
葬
地
、
給
地
九
尺
。
無
故
若
放
牧
、
悉
不
得
入
。
仍
於
中
量
置
屋
、
以
為
祭
尊
之
所
、
聴
親
属
享
祭
追
薦
。
並
著
為
令
。
従
之
。
4
）
す
で
に
一
九
五
〇
年
代
よ
り
漏
沢
園
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
発
見
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
一
九
五
六
年
、
山
西
省
で
は
漏
沢
園
の
墓
誌
と
思
わ
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
楊
紹
舜
「
呂
梁
県
発
見
了
罐
葬
墓
群
」『
文
物
参
考
資
料
』
六
、
一
九
五
九
）。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
墓
誌
が
漏
沢
園
の
も
の
と
認
識
さ
れ
始
め
る
の
は
、
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
六
六
年
、
何
正
氏
は
陝
西
省
岐
山
県
で
一
九
六
〇
年
に
出
土
し
た
墓
誌
を
漏
沢
園
の
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
（
何
正
「
宋
無
名
氏
墓
」（『
文
物
』
一
、
一
九
六
六
年
））。
5
）
福
沢
与
九
郎
「
宋
代
助
葬
事
業
小
見
」（『
福
岡
学
芸
大
学
紀
要
』
七
、
一
九
五
七
年
）。
梅
原
郁
「
宋
代
の
救
済
制
度
」（『
都
市
の
社
会
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
三
年
）。
6
）
今
泉
牧
子
「
従
漏
沢
園
墓
誌
銘
看
国
家
和
家
族
」（『
中
国
社
会
歴
史
評
論
』
五
、
二
〇
〇
七
年
）。
齋
藤
忠
和
「
漏
沢
園
が
語
る
徽
宗
時
代
の
下
層
兵
士
た
ち
」（『
道
歴
研
年
報
』
八
、
二
〇
〇
八
年
。
の
ち
『
宋
代
募
兵
制
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
所
収
）。
崔
松
林
「
従
陝
州
漏
沢
園
墓
誌
看
北
宋
兵
士
的
労
役
情
況
」
（『
三
門
峡
考
古
文
集
』
中
国
案
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
寧
文
閣
「
従
陝
州
漏
沢
園
看
宋
朝
的
招
刺
・
刺
配
制
度
」（『
三
門
峡
考
古
文
集
』
中
国
案
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
淮
建
利
「
北
宋
陝
州
漏
沢
園
士
兵
墓
誌
文
研
究
｜
以
番
号
墓
誌
文
為
中
心
」
（『
中
国
史
研
究
』
二
、
二
〇
一
三
年
）。
7
）
三
門
峡
市
文
物
工
作
隊
『
北
宋
陝
州
漏
沢
園
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
8
）
設
置
規
定
に
つ
い
て
は
、
前
註
1
）〜
3
）を
参
照
さ
れ
た
い
。
9
）
職
業
身
分
、
兵
士
数
な
ど
は
前
註
7
）三
門
峡
市
文
物
工
作
隊
、
前
註
6
）今
泉
氏
・
齋
藤
氏
・
淮
氏
を
参
照
。
10
）
（M
0253
）
字
号
。
磁
鍾
逓
鋪
頭
身
死
、
不
知
姓
名
百
姓
。
年
約
六
十
四
五
歳
、
十
一
月
十
四
日
、
検
験
了
当
。
十
一
月
十
五
三
二
日
、
依
□
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
11
）
（M
0122
）
崗
字
号
。
不
知
姓
名
貧
子
婦
人
。
年
約
五
十
七
八
、
於
城
東
廂
張
祐
店
前
身
死
。
十
一
月
二
十
二
日
、
□
験
了
当
。
二
十
三
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
12
）
宋
慈
『
宋
提
刑
洗
冤
集
録
』
巻
二
、
験
未
埋
屍
先
看
其
屍
有
軍
号
、
或
額
角
・
面
上
、
所
刺
大
小
字
体
、
計
幾
行
、
或
幾
字
、
是
何
軍
人
。
若
係
配
隷
人
、
所
配
隷
何
州
軍
字
、
亦
須
計
其
行
数
。
如
経
刺
環
、
或
方
或
円
、
或
在
手
背
・
項
上
、
亦
計
幾
個
。
内
是
刺
字
或
環
子
、
曾
艾
灸
或
用
薬
取
、
痕
跡
黯
、
及
成
瘢
、
可
取
竹
削
一
子
、
於
灸
処
撻
之
可
見
。
13
）
王
曾
『
宋
朝
軍
制
初
探
（
増
訂
本
）』
三
九
頁
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）。
14
）
消
し
た
入
れ
墨
を
確
認
す
る
こ
と
が
『
洗
冤
集
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
前
註
12
））。
ま
た
逃
亡
兵
が
入
れ
墨
を
消
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
泉
氏
を
参
照
（
前
註
6
））。
15
）
（M
0161
）
衣
字
号
。
不
知
軍
分
兵
士
張
徳
。
年
約
五
十
一
二
、
城
東
廂
楊
家
店
内
身
死
、
十
二
月
二
十
七
日
、
検
験
了
当
。
十
二
月
二
十
八
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
こ
こ
で
言
う
「
軍
分
」
と
は
兵
士
の
所
属
を
意
味
し
て
い
る
。
用
例
と
し
て
左
に
『
長
編
』
の
記
事
を
挙
げ
て
お
く
。
『
長
編
』
巻
四
七
四
、
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
六
月
癸
亥
詔
、
陝
西
・
河
東
路
就
糧
禁
軍
人
員
節
級
、
因
犯
私
罪
、
降
充
本
城
牢
城
指
揮
、
内
選
年
五
十
以
下
・
武
藝
不
退
・
堪
任
戦
闘
人
、
権
分
隷
元
軍
分
額
外
収
管
、
支
廂
軍
請
受
。
遇
有
事
、
宜
随
軍
差
使
、
候
有
戦
功
、
量
軽
重
、
特
与
禁
軍
内
比
附
旧
職
等
第
安
排
。
従
枢
密
請
也
。
16
）
年
齢
の
場
合
、「
約
」
何
歳
と
約
字
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
姓
名
不
詳
の
兵
士
の
墓
誌
に
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
約
」
字
の
つ
い
た
年
齢
は
、
相
貌
か
ら
判
断
さ
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
17
）
M
0144
は
州
名
の
み
の
記
載
で
あ
る
が
、M
0134
の
墓
誌
は
、
被
葬
者
の
出
身
地
を
「
鳳
翔
府
天
興
県
」
と
県
名
ま
で
記
す
。
（M
0134
）
奈
字
号
。
壕
寨
司
寄
役
逃
軍
王
信
。
年
約
三
十
四
五
、
係
鳳
翔
府
天
興
県
人
。
於
東
門
逓
鋪
身
死
、
十
二
月
初
三
日
、
検
験
了
当
。
十
二
月
初
四
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
被
葬
者
は
王
信
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
軍
を
逃
亡
し
た
罪
で
壕
寨
司
と
い
う
官
署
に
配
役
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
壕
寨
司
は
土
木
建
築
を
掌
る
官
署
と
思
わ
れ
る
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
八
、
乾
祐
元
年
（
九
四
八
）
三
月
癸
酉
条
胡
三
省
注
「
壕
寨
使
、
掌
営
造
浚
築
、
及
次
舎
下
寨
」）。
18
）
王
氏
前
註
13
）二
七
一
〜
五
頁
。
19
）
蘇
『
経
進
東
坡
文
集
事
略
』
巻
一
八
、
進
策
別
下
、
練
軍
実
第
一
六
及
至
後
世
、
兵
民
既
分
、
兵
不
得
復
而
為
民
。
於
是
、
始
有
老
弱
之
卒
。
夫
既
已
募
民
而
為
兵
、
其
妻
子
屋
廬
、
既
已
托
於
営
伍
之
中
。
而
其
姓
名
、
既
已
書
於
官
府
之
籍
、
行
不
得
為
商
、
居
不
得
為
農
。
而
仰
食
于
官
、
至
于
衰
老
而
無
帰
、
則
其
道
誠
不
可
以
棄
去
。
是
故
、
無
用
之
卒
、
雖
薄
其
資
糧
、
而
皆
之
終
身
。
ま
た
『
建
炎
以
来
繫
年
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
兵
籍
に
は
本
籍
地
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
『
建
炎
以
来
繫
年
要
録
』
巻
一
一
八
、
紹
興
八
年
三
月
甲
辰
〔
向
子
〕
又
言
、
今
天
下
急
務
、
在
考
兵
籍
。
就
戸
版
、
汰
三
三
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
老
弱
、
升
勇
健
、
創
簿
正
名
、
使
諸
軍
上
帳
於
兵
部
、
諸
将
上
帳
於
枢
府
。
著
郷
貫
、
書
事
藝
、
季
申
歳
考
、
所
以
除
詐
冒
也
。
20
）
（M
0102
）
律
字
号
。
侯
進
。
年
七
十
二
歳
、
係
本
府
三
門
水
軍
営
兵
士
。
十
一
月
一
日
、
検
験
了
当
。
二
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
（M
0232
）
談
字
号
。
本
府
三
門
西
山
河
匠
指
揮
兵
士
政
。
年
約
八
十
一
二
歳
、
九
月
十
九
日
、
検
験
了
当
。
九
月
二
十
日
、
依
条
立
峯
、
葬
記
識
訖
。
21
）
齋
藤
忠
和
「
北
宋
の
剰
員
・
帯
甲
剰
員
制
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
史
学
』
八
、
一
九
八
七
年
。
の
ち
『
宋
代
募
兵
制
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
所
収
）。
22
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
支
甲
志
巻
三
、
熊
二
不
孝
興
国
軍
民
熊
二
、
稟
性
悖
戻
。
父
明
為
軍
卒
、
年
老
去
兵
籍
、
不
能
営
生
理
、
妻
又
早
亡
、
惟
恃
子
以
為
命
、
而
視
如
路
人
、
至
使
乞
食
。
…
な
お
、
興
国
軍
は
地
名
で
あ
り
、
こ
こ
で
言
う
軍
は
州
の
一
種
。
現
在
の
湖
北
省
陽
新
県
で
あ
る
。
23
）
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
巻
一
五
六
、
兵
考
八
、
郡
国
兵
、
郷
兵
仁
宗
皇
祐
中
、
京
東
安
撫
使
富
弼
上
言
、
臣
頃
、
因
河
北
水
災
、
農
民
流
入
京
東
者
、
三
十
餘
万
、
臣
既
憫
其
浜
死
、
又
防
其
為
盗
、
遂
募
健
者
、
以
為
廂
兵
。
既
而
選
尤
壮
者
、
得
九
指
揮
、
教
以
武
技
、
已
類
禁
軍
。
今
止
用
廂
兵
俸
、
而
得
禁
軍
之
用
、
可
使
効
死
戦
闘
、
而
無
驕
横
難
制
之
患
。
此
当
世
大
利
也
。
24
）
『
宋
史
』
巻
一
九
三
、
兵
七
、
召
募
之
制
仁
宗
天
聖
元
年
、
詔
、
京
東
西
・
河
北
・
河
東
・
淮
南
・
陝
西
路
、
募
兵
当
部
送
者
、
刺
指
揮
二
字
、
家
属
給
口
糧
。
兵
官
代
還
、
以
所
募
多
寡
為
賞
罰
。
又
詔
、
益
・
利
・
梓
・
路
、
歳
募
民
充
軍
士
、
及
数
即
部
送
、
分
隷
奉
節
・
川
効
忠
・
川
忠
節
。
於
是
、
遠
方
健
勇
、
失
業
之
民
、
悉
有
所
帰
。
25
）
『
夷
堅
志
』
乙
巻
三
、
舟
人
王
貴
紹
興
三
十
一
年
、
…
舟
師
王
貴
者
、
病
死
於
楚
州
洪
沢
。
有
二
子
。
其
妻
泣
告
〔
黄
〕
述
曰
、
夫
死
、
舟
当
還
官
、
則
一
家
数
口
、
且
浜
溝
。
得
長
子
継
役
、
乃
可
続
食
矣
。
願
一
言
於
漕
使
。
述
許
之
。
還
至
鎮
江
、
与
漕
遇
、
伸
其
請
、
即
日
刺
為
兵
以
代
貴
。
26
）
配
軍
刑
に
つ
い
て
は
、
辻
正
博
『
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究
』
第
六
章
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
27
）
（M
0163
）
推
字
号
。
逓
送
配
軍
番
部
遇
厄
。
年
約
四
十
六
七
、
城
東
廂
郭
再
立
店
内
身
死
。
十
二
月
二
十
八
、
検
験
了
当
。
十
二
月
二
十
九
日
、
依
条
立
峯
、
葬
記
識
訖
。
（M
0356
）
甲
子
賤
字
号
。
高
郵
軍
配
軍
厳
志
、
閏
十
月
初
三
日
、
葬
埋
訖
。
28
）
辻
正
博
氏
に
よ
れ
ば
、
配
軍
の
距
離
は
判
決
を
受
け
た
州
を
起
点
と
し
て
最
も
重
い
順
に
、
配
沙
門
島
・
配
広
南
遠
悪
州
軍
・
配
広
南
・
配
三
千
里
・
配
二
千
里
・
配
千
里
・
配
五
百
里
・
配
州
・
配
本
州
と
な
っ
て
い
る
（
辻
正
博
『
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究
』
二
五
九
頁
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
））。
29
）
標
本
採
は
発
掘
調
査
の
結
果
、
副
葬
さ
れ
た
墓
が
不
明
で
あ
っ
た
墓
誌
。
30
）
『
長
編
』
巻
三
一
二
、
元
豊
四
年
（
一
〇
八
一
）
五
月
己
丑
馬
軍
副
都
指
揮
使
燕
達
、
都
大
提
挙
河
北
転
運
副
使
周
華
言
、
小
呉
決
、
本
州
雖
已
発
急
夫
六
千
人
修
塞
、
続
於
近
差
夫
兵
、
三
四
及
舟
運
薪
芻
、
其
所
役
人
数
亦
少
。
乞
許
発
近
便
州
軍
役
兵
、
及
於
諸
河
清
兵
、
併
力
興
功
。
従
之
。
五
月
己
丑
は
も
と
己
酉
に
作
る
。
中
華
書
局
標
点
本
校
勘
記
に
従
い
改
め
る
。
な
お
『
会
要
』
は
四
月
二
八
日
に
作
る
（『
会
要
』
方
域
一
五-
六
、
治
河
下
二
股
河
附
）。
31
）
『
宋
史
』
巻
一
七
八
、
食
貨
上
六
、
振
恤
崇
寧
初
、
蔡
京
当
国
、
置
居
養
院
・
安
済
坊
、
給
常
平
米
、
厚
至
数
倍
。
差
官
卒
充
使
令
、
置
火
頭
具
飲
、
給
以
衲
衣
絮
被
。
『
会
要
』
食
貨
六
〇
一
・
二
、
恩
恵
、
居
養
院
・
養
済
院
・
漏
沢
園
等
雑
録
、
嘉
泰
元
年
（
一
二
〇
一
）
三
月
一
一
日
和
州
言
、
以
本
路
提
挙
韓
申
請
置
居
養
院
…
。
乞
、
…
輪
差
僧
・
行
各
一
名
、
主
掌
点
検
粥
食
、
分
差
兵
士
充
火
頭
、
造
飯
・
煮
粥
・
洒
掃
・
雑
使
・
把
門
・
使
喚
。
…
従
之
。
32
）
安
済
坊
に
収
容
さ
れ
た
兵
士
の
墓
誌
は
、M
0550
の
牢
城
兵
士
王
俊
以
外
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
幾
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
（M
0159
）
乃
字
号
。
安
済
坊
寄
留
身
死
兵
士
董
成
。
年
約
五
十
一
二
、
係
東
京
第
一
将
下
広
捷
第
二
十
一
指
揮
。
十
二
月
二
十
六
日
、
検
験
了
当
。
十
二
月
二
十
七
日
、
依
条
立
峯
、
葬
埋
記
識
訖
。
（M
0418
）
戊
辰
弐
字
号
。
使
衙
判
送
下
在
州
安
済
坊
、
擡
到
解
州
蓮
花
鋪
兵
士
李
忠
。
大
観
二
年
正
月
十
九
日
、
葬
訖
。
（M
0448
）
甲
子
画
字
号
。
使
衙
判
送
下
在
州
安
済
坊
状
、
擡
舁
到
陳
州
牢
城
第
五
指
揮
兵
士
王
吉
。
四
月
十
三
日
収
管
、
当
日
葬
埋
訖
。
33
）
久
保
田
和
男
「
宋
都
開
封
と
禁
軍
軍
営
の
変
遷
」（『
東
洋
学
報
』
七
四-
三
・
四
、
一
九
九
三
。
の
ち
『
宋
代
開
封
の
研
究
』
汲
戸
書
院
、
二
〇
〇
七
所
収
）。
三
五
中
国
宋
代
の
兵
士
と
公
共
墓
地
